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る
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。
同
報
告

書
に
よ
る
と
、
全
１
０
０
店
舗
の
う
ち

97
店
舗
で
不
正
が
行
わ
れ
、
同
融
資
が

実
施
さ
れ
た
21
万
９
９
２
３
口
座
の
う

ち
、
不
正
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
の
が

４
６
０
９
口
座
、
判
定
不
能
の
た
め
疑

義
が
払
拭
で
き
な
か
っ
た
の
が
７
５
６

９
口
座
あ
っ
た
（
図
表
１
）。

　

不
正
が
行
わ
れ
た
４
６
０
９
口
座
に

お
け
る
融
資
実
行
額
は
、
２
６
４
６
億

４
９
０
０
万
円
に
上
り
、
こ
の
不
正
に

関
与
し
た
職
員
数
は
４
４
４
人
に
上
っ

た
。
な
お
、
危
機
対
応
業
務
開
始
以

降
、
２
０
１
６
年
11
月
ま
で
の
営
業
担

当
者
数
は
、
延
べ
約
２
３
０
０
人
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
、
今
回
の
不
正
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
本

来
災
害
な
ど
で
一
時
的
に
業
績
が
悪
化

し
た
企
業
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
危
機

対
応
融
資
を
、
健
全
な
企
業
の
財
務
資

料
な
ど
を
改
ざ
ん
す
る
こ
と
で
、
業
績

が
悪
化
し
た
よ
う
に
偽
装
し
て
実
行
し

た
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
報
告
書
か
ら
今
回
の
不
正

組
織
的
隠
ぺ
い
の
有
無
に

調
査
範
囲
が
拡
大

の
概
略
を
見
て
み
た
い
。

　

２
０
１
６
年
10
月
24
日
、
商
工
中
金

鹿
児
島
支
店
に
お
い
て
、
危
機
対
応
融

資
で
稟
議
に
使
用
す
る
試
算
表
の
改
ざ

ん
等
の
不
正
行
為
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
が
発
覚
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
監
査

部
に
よ
る
特
別
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
同
年
11
月
22
日
、
鹿
児
島
支
店

の
不
正
行
為
に
つ
い
て
監
督
官
庁
へ
の

届
出
が
行
わ
れ
た
。

　

鹿
児
島
支
店
に
対
す
る
特
別
調
査
に

よ
り
、
同
支
店
で
の
不
正
の
規
模
が
大

き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
商
工

中
金
は
調
査
の
客
観
性
・
中
立
性
を
確

保
す
る
た
め
、
同
年
12
月
12
日
、「
危

機
対
応
業
務
に
か
か
る
第
三
者
委
員

会
」（
以
下
「
第
三
者
委
員
会
」）
を
設

置
し
た
。

　

商
工
中
金
は
、
第
三
者
委
員
会
に
対

し
、
当
初
全
国
の
支
店
で
の
危
機
対
応

業
務
に
お
け
る
不
正
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
原
因
を

究
明
し
て
、
再
発
防
止
の
た
め
の
提
言

を
行
う
こ
と
を
依
頼
し
た
。

　

調
査
の
過
程
で
、
池
袋
事
案
（
２
０

１
４
年
12
月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
、
池
袋
支
店
で
の
不
正
疑
義

案
件
に
対
す
る
監
査
部
に
よ
る
特
別
調

査
）、
組
織
的
隠
ぺ
い
の
有
無
に
つ
い

て
も
調
査
範
囲
が
拡
大
し
た
。

　

第
三
者
委
員
会
は
、
２
０
１
６
年
12

月
12
日
か
ら
２
０
１
７
年
４
月
24
日
ま

で
の
間
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
各
種
資
料
の

検
証
等
の
調
査
を
行
い
、
２
０
１
７
年

４
月
25
日
、
調
査
結
果
の
報
告
書
（
以

下
「
第
三
者
委
員
会
報
告
書
」）
を
取

り
ま
と
め
た
。

　

第
三
者
委
員
会
報
告
書
を
受
け
、
商

工
中
金
は
２
０
１
７
年
４
月
25
日
、
社

長
直
轄
の
危
機
対
応
業
務
等
改
革
本
部

（
以
下
「
改
革
本
部
」）
を
設
置
。
第

三
者
委
員
会
に
よ
る
調
査
未
了
の
口
座

に
つ
い
て
、
外
部
専
門
家
の
参
画
を
得

た
う
え
で
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
危
機
対
応
融
資
を

実
行
し
た
口
座
の
う
ち
、
第
三
者
委
員

会
で
は
調
査
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
口
座
に
つ
い
て
、
稟
議
書
に
添
付

す
る
た
め
顧
客
か
ら
受
領
し
た
試
算
表

や
裏
付
け
資
料
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
試

算
表
等
）
を
自
作
し
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
数
字
を
改
ざ
ん
す
る
な
ど
し
て
、

あ
た
か
も
事
実
で
あ
る
か
の
ご
と
く
偽

装
す
る
行
為
（
以
下
「
不
正
行
為
」）

の
有
無
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

継
続
調
査
の
中
で
確
認
さ
れ
た
不
正

行
為
は
、
①
貸
出
稟
議
起
案
時
に
要
件

確
認
に
使
用
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
自

作
・
改
ざ
ん
、
②
雇
用
維
持
利
子
補
給

制
度
に
お
い
て
貸
出
実
行
の
６
カ
月
後

の
雇
用
維
持
確
認
に
使
用
す
る
エ
ビ
デ

ン
ス
の
自
作
・
改
ざ
ん
、
従
業
員
数
確

認
の
た
め
の
人
数
内
訳
の
虚
偽
記
載
の

二
つ
に
大
別
さ
れ
た
。
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商
工
組
合
中
央
金
庫
が
行
っ
た
危
機
対
応
融
資
に
よ
る
不
正

融
資
が
大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
健
全
な
企
業
の
財
務
資

料
の
改
ざ
ん
と
い
う
不
正
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
そ
の
背
景
に

は
何
が
あ
っ
た
の
か
―
―
。
問
題
の
根
源
を
た
ど
る
と
、
そ
こ

に
は
縦
割
り
行
政
の
弊
害
も
垣
間
見
え
る
。

図表１　調査結果

調査口座　219,923 口座

不正がない口座　194,631 口座

疑義口座　25,292口座

不正がないと判定した口座　13,114 口座

判定不能であるため
不正の疑義が払拭できなかった口座　7,569 口座

不正があると判定した口座　4,609 口座

不正があると判明した口座の融資実行額　2646億4900万円

不正があると判明した口座の営業店数　97店舗

不正行為者数　444名

月
25
日
、
商
工
中
金
は
危
機
対

応
融
資
を
使
っ
た
不
正
に
対
す

10

出所：商工中金の報告書


